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   7 月行事予定 
２(月) 委員会 

３(火) CAP（2 年） 

４(水)  CAP（2 年）リトルティ－チャ－13時 30分～ 

５(木) 都・学力調査(5年)  

６(金) 社会科見学（4年）  

９(月) クラブ CAP（2年）  

10(火) 保護者会(1､2､3年) 

11(水) 保護者会(4､5､6年) 

12(木) 交通安全教室(1､3､5 年)  

13(金) 避難訓練 たてわり給食・遊び 

14(土) 学校公開日【月曜時間割 4 時間】 

    水道キャラバン(4年) 

17(火) 月曜時間割 

【1～3年 5時間、4～6年 6 時間】 

20(金) 1学期終業式 給食終【5時間】 

着衣泳(6 年)  

21(土) 夏季休業日始  

 

  
夏季水泳指導(7月 23日～8月 2日 

        8月 22日～8月 29日） 

 

９月行事予定 
３(月) 2学期始業式 給食始 【1～4年4時間授業】 

委員会(5、6 年 5 校時) 

登下校指導 

４(火) 発育測定(5、6年) 登校指導 

５(水)  発育測定(3、4年)  

６(木) 連合水泳記録会(6年) 発育測定(1、2 年) 

７(金) 水泳指導終 連合水泳記録会予備日(6年) 

８(土) 学校公開 水曜時間割 ヤゴ作業（3年） 

    運動会特別時間割始 

区一斉防災訓練 

                                 

 

 

～ やさしさ  かしこさ  たくましさ ～ 

「自由」と「自分勝手」 
                      校 長   井口  洋 

 

 早いもので、１学期が終わる月、７月となりました。４月の始業式、入学式がついこの間のように

感じています。 

先日、「特別の教科 道徳」の授業研究を行いました。教材は「マイルール」主題は「善悪の判断、

自律、自由と責任」です。「マイルール」の教材の主な内容は下記の通りです。 

友達のみっちゃんは、電車やバスでは絶対に座席にすわらない。たとえ足を痛めていても座らなか

った。そんな、みっちゃんがある日、なんと座席にすわった。「気分が変わった。」からだという。そ

れは次の理由からだった。「ある日電車で立っていたら、おばあさんが乗ってきた。でも、誰も席をゆ

ずらない。くやしくなったので、今度から空いてる席が少ないときはすわることにした。ゆずるため

の席を取っておくために。」私もみっちゃんのように「マイルール」をやってみたくなった。 

授業の終盤に担任が「自分から取り組むことを決めるときに大切なことはなにか。」と尋ねると児童

からは「悪いことといいことの区別をつける。」「相談してもいいから決めていく。」「決めたことを最

後までやる。」「一人でやらずに、皆でやったら心強い。」「やりながら改善する。」「人の役に立つこと

を考える。」等の素晴らしい考えが出てきました。 

授業後には講師としてお招きした先生から「善悪の判断、自律、自由と責任」について深く学ぶ機

会がありました。「自由」と「自分勝手」は違う、「自由」とは、「良心」や「善悪の判断」をともない、

自分自身の定めた法則に従って行動を選択する「自律」をともなう。自律こそ人間にとって本来の自

由である。他者も又、自分同様自らの自由を追求している人格であることを考えて、その自由を尊重

する責任をもっていることになる。このようなことをともなわない「自由」は、本当の「自由」では

なく「自分勝手」であると教えていただきました。 

また、道徳の授業では「善悪の判断、自律、自由と責任」を、児童の発達段階に即して次のことを

指導します。 

小学校１・２年…よいことと悪いことの区別をし、よいと思うことを進んで行うこと。        

３・４年…正しいと判断したことは、自信をもって行うこと。 

５・６年…自由を大切にし、責任ある行動をすること。 

 

もう間もなくすると、長い長い夏休みが始まります。御家庭でも、ぜひ「自由」について話し合って

いただき、子供たちが「自由」な生活ができますよう御理解、御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

給食引き落とし日 

7 月 20 日(金) 

8 月 20 日(月) 



６年下田移動教室 ５月 28日～５月 31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５年軽井沢移動教室 ６月７日～６月９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳指導～６月 11 日からプールでの学習がはじまりました！～ 

水泳はとても良い運動です。①運動能力を高めてくれます。②水難事故から身を守ります。③けがが非常に

少なく生涯スポーツとして優れています。子供たちの力を伸ばせるように、９月までしっかりと指導していき

ます。「水泳指導のお知らせ」でもお伝えしましたが、御家庭におきましても、お子さんが健康な状態で水泳

指導に参加できるよう、健康管理をよろしくお願いいたします。水泳指導のあるときは、必要事項(体温等の

健康状態、手足の爪)をしっかりチェックして、保護者印を必ず押して水泳カードを提出してください。朝食

抜きや睡眠不足の無いようにお願いいたします。体調不良の場合は、無理はさせないようお願いいたします。 

 

７月の生活目標  けんこうな体や心をつくろう 
 梅雨の合間に蒸し暑い日が続いています。熱中症にならないように、こまめな水分補給や適切な休息

を心がけてください。ハンカチとは別に汗ふきタオルを持つなど、暑い季節の健康管理をしっかり行い

ましょう。また、6 月 11 日より水泳指導が始まりました。プールでの決まりをしっかり守り、安全に楽

しく心身を鍛えましょう。 

小学校生活２回目の移動教室は、伊豆にある下田少年自然の家で３泊４日を過ごしてきました。今回は海

が近いので、磯遊びや干物作り、下田海中水族館など、海方面ならではの体験をたくさんしてきました。 

「協力してみんなとの楽しい思い出になる下田移動教室にしよう」のスローガンのもと、自分たちで考えて

行動することをテーマに、全員が積極的に友達と関わり、最高の思い出ができた４日間となりました。 

『楽しかった下田の思い出を俳句・川柳に』    ・下田伊豆 誰でも見とれる 青い海 

・空目指し 海のスケート 飛ぶイルカ      ・食べすぎた ご飯がすすんで 四はい目 

・新鮮な 自然の中で 深呼吸          ・下田漁港 脂がのってる 伊豆の味 

・お風呂出て 時間忘れる 班遊び        ・じゃんけんで 二段ベッドの 上か下 

・海の音 岩にぶつかる 水しぶき        ・貝殻を 見るたび心が おどりだす 

・朝起きて 元気のエンジン 下田めし      ・C班で おいしく食べた 夜ご飯 

・磯遊び なまこのレース おそすぎる      ・魚釣り ググッと釣りざお ふるえたぞ 

・６年の いい思い出になった 下田生活     ・つりぼりで 魚がピシャリ おしかった 

・心にね 残った思い出 きもだめし       ・水族館 見たもの全部 たからもの 

・早朝に はっきり見える 小さな島       ・きもだめし 先生出てきて 大笑い 

・きもだめし あの時本物 いたんじゃね？    ・水族館 光るクラゲは 美しい 

・晴れてるな １年生の てるてるで       ・カピバラの けがかたくって おどろいた 

・きもだめし 悲鳴と涙 とまらない       ・友達と 白黒つけるぜ トランプだ!! 

・磯遊び なまこ見つけた さわれない      ・ベッドから 発掘される なくし物 

軽井沢少年自然の家で、２泊３日の移動教室を行いました。５年生にとっては初めての宿泊学習なの

で不安に感じる子もいたことと思いますが、それ以上に楽しみにしている子が多い様子でした。今回の

移動教室では、「今、何をするときか一人一人が考え、行動しよう」を学年のめあてとしました。そ

して、そのめあてを受けて、実行委員が考えた『一人一人の判断力』という合い言葉を意識しながら事

前学習や準備に取り組み、本番の３日間を過ごしました。 

 しおりをよく見ていなかったり、指示を聞いていなかったり、時にはそれぞれが勝手な行動をしてし

まったりしてうまくいかないこともありましたが、室長や班長を中心に声を掛け合いながら、日に日に

できることが増えていきました。 

 また、群馬県立自然史博物館見学やカーリング体験、池の平湿原ハイキング、林業体験や自然観察ト

レッキングなどの活動を通して、東京では味わうことができないような経験や、友達とともに学ぶ機会

がたくさんありました。それと同時に、ベルデ軽井沢のスタッフの方々の温かなおもてなしを受けたり、

森をガイドしてくださった手水さんとの出会いがあったりするなど、たくさんの方々の優しさにふれる

３日間になりました。 

 ２泊３日の間、友達と一緒に過ごす経験を経て５年生は大きく成長しました。ここでの経験をこれか

らの学校生活に生かして、学年全体としてさらに成長していけるように、今後も担任一同全力で子供た

ちを支えていきたいと思っています。 


